
明
治
初
年
の
敏
育
制
…
度
芒
そ
の
麟
…
憩
（
上
）
　
（
高
橋
）

第
十
山
田
巻
　
　
第
一
號

八
二

羅

纂

明
治
初
年
の
教
育
制
度
と
そ
の
精
瀞
㈲

高

橋

俊

乗

　
　
　
　
一

　
今
日
の
國
家
主
義
の
學
校
感
度
が
其
の
基
礎
を
確
立
し
た
の
は

明
治
＋
九
年
文
部
大
臣
森
有
生
の
時
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は

試
み
の
時
代
で
あ
っ
た
。
試
み
の
時
代
に
は
数
育
上
新
蕎
二
つ
の

思
想
が
著
し
い
傘
立
叉
は
雫
を
見
せ
て
み
た
。
そ
れ
が
森
女
部
大

臣
の
時
に
四
布
さ
れ
た
勅
令
の
帝
革
製
鍛
令
・
中
言
校
命
・
師
範
學

校
令
・
小
溝
校
勲
等
に
よ
っ
て
、
ほ
Σ
に
罪
し
、
更
に
明
治
二
＋

三
年
に
下
賜
せ
ら
れ
た
教
育
勅
語
に
よ
っ
て
新
蕪
の
論
事
や
封
立

は
除
か
れ
る
事
ミ
な
っ
た
。
新
し
い
教
育
思
想
ミ
は
零
時
の
政
治

其
の
他
萬
般
の
標
語
で
あ
り
指
導
力
で
あ
っ
允
文
明
購
化
を
振
り

か
ざ
し
て
、
實
用
の
藥
を
盛
ん
な
ら
し
め
ん
言
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
假
り
に
實
用
主
謎
ミ
名
づ
け
て
置
か
う
。
藤
思
想
マ
」
は
維

新
成
功
の
思
想
的
要
素
た
る
奪
王
論
や
王
政
復
古
の
思
想
に
四
つ

く
も
の
で
あ
っ
て
、
皇
道
の
嚢
揮
を
旨
ミ
し
て
み
る
。
之
を
皇
道

主
義
霊
名
づ
け
て
置
か
う
Q
前
者
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
洋
過
者
の

努
力
に
よ
っ
て
養
成
さ
れ
た
が
、
特
に
樹
勢
論
吉
の
課
濾
の
大
功

ゆ
ぜ
認
め
な
け
れ
ば
な
る
・
ま
い
。
帰
偶
延
元
年
覗
騰
府
が
使
箭
∀
ぜ
ア
メ
リ

カ
合
衆
圃
へ
遣
ぼ
し
た
畦
彼
れ
は
其
の
心
行
に
加
っ
て
合
藁
葺
へ

赴
き
、
文
久
元
年
幕
栂
が
ま
た
使
館
を
欧
洲
へ
遣
は
し
た
晴
も
彼

は
之
に
随
行
し
て
鋼
製
の
事
蹟
を
覗
察
し
た
。
爾
度
の
親
察
を
本
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に
悠
諸
書
を
参
照
し
て
野
饗
二
塞
、
西
洋
事
情
L
を
果
々
し
た
。

當
時
朝
野
共
に
雫
う
て
之
を
貿
求
め
、
厚
く
も
西
洋
の
文
明
を
談

じ
、
開
國
の
必
要
を
戴
く
者
は
必
ず
，
此
の
書
を
座
右
に
置
い
た

一
こ
言
は
れ
る
。
維
新
後
の
新
政
府
の
儒
に
も
好
個
の
滲
考
書
、
こ
な

り
、
其
の
新
政
令
に
し
て
此
の
書
の
中
か
ら
胚
胎
し
た
も
の
が
少

－
な
い
さ
　
で
あ
ゑ
鞭
詮
）
。
な
縮
写
薮
育
捌
磐
の
穣

な
關
係
に
つ
い
て
は
後
節
に
記
述
す
る
重
傷
で
あ
る
。
皇
道
主
義

は
．
奪
王
論
者
や
勤
王
者
の
思
想
が
中
心
ミ
な
っ
て
み
る
こ
ぐ
」
は
言

ふ
ま
で
も
な
い
が
、
明
治
の
新
政
府
に
用
ひ
ら
れ
た
闘
學
者
は
主

ミ
し
て
李
閉
派
の
人
々
で
あ
っ
た
か
ら
、
教
育
上
の
皇
道
仁
義
も

大
広
に
於
て
野
田
派
の
思
想
で
あ
る
。

　
慶
慮
三
年
の
暮
大
政
奉
還
や
王
政
復
古
の
騒
で
一
旦
中
黒
に
な

っ
た
京
都
學
習
院
が
闇
も
な
く
明
治
元
年
三
月
十
二
日
に
再
興
さ

れ
九
。
こ
れ
が
新
政
府
の
畢
絞
繹
．
管
に
著
手
し
た
始
で
あ
る
。
學

留
院
で
は
出
組
天
紳
杜
を
寮
中
に
拗
漉
し
て
大
衡
別
當
が
そ
の
紳

主
ミ
な
り
、
四
聴
に
｝
度
つ
つ
長
宮
以
下
斜
生
ま
で
そ
の
祭
典
に

　
び

仕
へ
る
定
で
あ
っ
た
。
我
が
國
の
學
校
は
古
態
武
術
の
工
場
で
武

憩
・
こ
し
て
八
幡
大
紳
な
，
ご
を
祭
る
外
、
文
道
の
學
絞
で
は
孔
子
を

　
　
　
　
畷
治
初
年
の
敏
育
三
度
定
そ
の
精
淋
（
上
）
　
（
窩
橋
）

祀
る
例
で
あ
っ
て
．
我
が
國
の
紳
舐
を
祀
っ
た
學
校
は
先
づ
無
か

っ
た
や
う
で
あ
る
。
水
戸
の
弘
道
館
で
孔
子
ε
並
ん
で
鹿
島
大
器

を
祀
っ
た
や
う
な
の
は
異
例
で
あ
る
が
、
弘
道
館
の
教
育
は
文
武

並
行
で
あ
る
か
ら
，
鹿
島
大
紳
も
武
紳
く
」
し
て
祀
っ
た
も
の
で
あ
．

ρ
？
フ
。

　
躍
れ
よ
り
先
，
二
月
二
十
二
日
翠
松
操
・
矢
野
立
溢
・
魚
田
鐵
胤

が
大
墨
校
取
立
に
つ
い
て
制
度
規
則
の
取
調
を
命
ぜ
ら
れ
て
る
る

が
、
夏
に
四
月
二
田
に
至
り
華
頂
宮
博
縄
親
王
か
ら
大
豊
校
創
建

の
事
に
つ
い
て
建
議
せ
ら
れ
九
の
で
　
翠
松
等
の
旗
章
者
は
一
等

調
査
に
努
力
す
る
こ
、
こ
、
な
っ
た
。
當
時
は
諸
般
の
歯
並
が
復
古

を
主
意
・
こ
し
た
時
で
あ
る
か
ら
、
江
戸
時
代
宋
に
設
け
ら
れ
た
菜

単
院
よ
り
も
、
大
腰
令
に
定
め
て
あ
る
大
墨
寮
を
復
活
す
る
方
が

喜
ば
れ
た
。
颪
四
月
本
居
窟
長
の
後
た
ろ
観
測
、
か
次
の
や
う
な
建

白
を
上
っ
て
み
る
。

　
中
丸
儲
層
流
鵜
川
騒
半
ラ
寅
W
敗
卿
ト
被
遊
山
二
乱
牡
暫
大
戴
黒
癩
中
二
白
山
關
酬
之

　
神
舐
山
顛
賢
ラ
ス
《
撚
シ
テ
ロ
ハ
繹
〃
臭
之
…
法
テ
嚴
添
里
二
被
立
候
へ
北
ハ
、

　
懇
書
主
客
を
蓮
饒
事
ミ
蘇
存
候
。
勿
論
諸
繹
書
中
、
治
國
修
身

　
之
押
込
醐
ハ
御
用
ヒ
可
然
候
へ
北
ハ
、
田
疋
折
衷
二
軸
取
捨
可
有
之
山
二
二

　
　
　
　
　
　
第
十
轟
別
巻
　
　
麓
四
一
號
　
　
　
　
入
管

（S3）



　
　
　
　
明
沿
初
年
の
敷
育
捌
選
芝
そ
の
精
紳
（
ピ
一
）
　
（
高
矯
）

　
テ
（
中
略
）
、
何
分
繹
莫
之
受
講
巳
嚴
璽
胴
欲
現
行
、
恐
ク
モ
臼

　
櫛
　
雪
丸
シ
テ
是
ラ
拝
シ
賜
フ
ナ
ド
ハ
條
理
甚
論
難
桜
雲
之
御
縫

　
卜
鞭
山
窟
候
。
依
テ
此
度
大
｛
學
寮
御
漏
凝
立
測
…
・
礪
樺
肱
ハ
ぐ
、
鳳
申
譲
鳳
ト

　
シ
テ
思
蕪
無
二
禽
入
親
王
・
太
朝
憲
安
脚
呂
ラ
合
結
シ
、
春
秋

　
二
黒
祭
式
有
之
度
、
繹
莫
之
長
州
可
爲
御
無
謬
卜
群
籍
候
。

　
し
か
し
一
方
に
は
國
畢
者
の
調
査
に
擁
ら
す
、
薩
摩
藩
の
岩
下

方
児
等
が
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
意
見
に
よ
り
、
玉
児
等
の
調

査
、
こ
は
無
言
係
に
岡
年
四
月
十
五
ロ
學
習
院
か
改
め
て
大
御
寮
代

ミ
す
る
こ
「
こ
・
な
っ
た
。
そ
れ
は
大
嘗
寮
の
建
設
が
容
易
で
は
な

い
か
ら
Σ
い
ふ
馬
荷
に
よ
る
の
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
㎜
岡
四
目
諸
公

卿
を
會
も
て
吹
の
や
う
に
墨
閥
を
奨
鋤
し
た
。
そ
の
主
旨
は
費
用

本
篇
で
あ
る
。

　
人
　
材
ノ
敏
臨
信
阿
蘇
哺
坂
其
蒔
噸
務
タ
リ
。
D
故
二
…
…
∵
†
歳
小
氷
満
ノ
鞭
ハ
專

　
勒
謂
鳳
中
二
從
蝋
畢
シ
、
務
メ
テ
轡
以
用
ノ
勲
業
テ
勉
眺
田
舞
ヨ
。
晶
共
才
・
刀
’

　
ヲ
計
り
テ
誠
擢
ノ
選
二
充
テ
ン
。
然
レ
ド
モ
丈
量
ノ
學
場
未
建

　
螢
セ
ヅ
ル
ラ
以
テ
」
先
寮
代
二
於
テ
講
響
ノ
業
ラ
始
メ
シ
ム
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脚
部
省
刊
、
欝
本
敷
育
更
略
に
よ
ろ
）

こ
れ
も
岩
下
等
新
思
想
籔
の
論
が
用
ひ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
纂
十
山
ハ
巻
　
第
一
號
　
　
　
　
八
四

こ
れ
は
翠
松
等
の
大
い
に
不
満
、
こ
す
る
所
で
あ
る
か
ら
、
七
絶
玉

総
は
職
蝋
型
醗
へ
膿
重
な
学
閥
の
書
聖
を
繊
し
て
み
る
。
此
の
い

き
さ
つ
が
如
何
に
も
維
新
草
創
の
際
ら
し
い
様
子
を
示
し
て
み

る
。
菟
憂
欝
の
意
見
を
容
れ
た
爲
」
か
、
國
事
多
端
に
し
て
、
ミ
て

も
大
鳳
坐
薬
小
ゆ
ぞ
建
．
設
す
る
蓮
に
至
・
－
り
な
い
ぐ
」
い
ふ
の
一
じ
、
九
月
十
山
ハ

日
令
し
て
差
響
め
皇
學
所
ミ
漢
塾
所
ミ
を
京
都
に
設
け
る
こ
、
こ
Σ

な
っ
た
。
大
嶺
寮
代
を
先
づ
漢
墨
所
ε
し
、
岡
十
八
臼
よ
O
踏
所

し
た
が
、
實
際
の
鯖
講
は
翌
二
年
正
月
十
七
口
か
ら
で
あ
る
ミ
云

ふ
。
皇
畢
所
は
後
れ
て
元
年
十
二
月
十
日
に
規
則
が
定
め
ら
れ
、

十
四
鷹
か
ら
開
所
し
た
が
、
翌
正
月
十
五
臼
か
ら
開
講
の
蓮
ミ
な

っ
た
ら
し
い
。

　
皇
墨
所
で
も
皇
組
大
憩
大
宮
を
建
て
、
そ
の
中
奥
に
天
御
中
主

大
鹿
・
皇
産
鰻
大
聖
・
秤
邪
那
妓
大
海
「
轡
邪
那
美
大
難
・
天
照
衆
大

御
脚
・
須
佐
之
男
大
瀞
及
び
御
代
々
々
天
皇
命
・
大
后
・
御
子
命
等

を
殴
り
、
左
に
風
紳
・
火
紳
等
の
天
瀞
地
紙
八
蒼
墨
黒
を
、
右
に

武
御
雷
紳
・
纒
津
主
瀞
等
多
く
の
轟
々
を
合
祀
し
て
み
る
。
か
・

る
皇
道
主
義
。
か
影
響
し
て
從
來
闘
神
を
祀
っ
て
な
か
っ
た
學
絞
に

も
鯛
憩
を
紀
る
や
う
惹
な
つ
九
。
美
濃
の
蘇
君
，
伊
勢
の
菰
賢
、

（sa）



膚
田
ト
姫
踏
、
徳
山
な
｝
こ
の
薄
恥
は
そ
の
例
で
あ
る
σ
萩
の
欝
學

絞
で
は
元
は
今
市
を
祀
っ
て
あ
っ
た
が
、
欝
欝
か
ら
大
挙
貴
命
・
少

彦
名
主
を
合
祀
す
る
こ
噌
こ
、
な
っ
た
。

　
皇
適
所
・
漢
學
所
思
麺
の
規
則
に
は
皇
滋
・
蜜
用
の
二
主
義
を
並

畢
し
て
あ
る
。

　
一
、
㎜
幽
麟
胆
ラ
轍
獅
シ
名
分
ヲ
正
ス
ヘ
キ
｛
墨
・

　
一
漢
土
西
洋
ノ
學
ハ
共
二
皇
道
ノ
屑
翼
タ
ル
事
。

　
　
但
中
世
以
來
武
門
大
辛
ヲ
執
り
名
分
取
違
候
者
許
多
二
等
向

　
　
後
屹
度
可
心
得
事
。

　
一
、
虚
文
室
屋
ヲ
禁
シ
着
蜜
二
修
行
、
文
武
一
致
一
一
敏
論
藪
下
事

　
　
（
下
略
）

　
文
武
一
致
の
趣
旨
は
　
元
年
閏
四
月
の
訓
識
に
も
前
記
の
通
り
見

え
て
み
る
が
、
同
年
八
月
二
二
に
京
都
に
兵
畢
校
が
設
け
ら
れ
江

當
酵
は
ま
だ
江
戸
欝
代
の
教
育
思
想
を
受
け
て
諸
藩
の
學
校
は
一

般
に
文
武
並
行
主
義
で
あ
っ
た
か
ら
、
軟
府
で
も
文
武
並
行
を
主

義
ぐ
」
し
て
ゐ
旗
も
の
で
あ
る
。

　
京
都
で
は
實
用
主
義
者
江
る
洋
聖
者
が
少
い
の
、
こ
、
土
地
が
ら

ざ
し
て
京
都
に
は
皇
道
恩
想
・
復
古
思
想
が
盛
ん
で
あ
る
の
ミ
、
明
、

　
　
　
　
明
油
禰
年
の
敏
育
翻
擬
勢
そ
の
精
淋
（
上
）
（
…
購
橋
）

治
癒
年
頃
は
ま
だ
文
明
開
化
の
風
が
比
較
的
著
し
く
な
か
つ
だ
上

に
、
皇
道
主
義
者
は
維
新
成
功
の
思
想
的
背
景
の
中
心
¶
こ
し
て
誇

っ
て
み
た
か
ら
、
京
都
の
墨
校
で
は
虚
字
圭
義
よ
り
も
皇
滋
主
義

の
方
が
勢
力
を
持
っ
て
る
た
。
さ
れ
ば
銀
翼
所
の
規
則
に
は
次
の

や
う
な
欄
條
を
立
て
蕊
あ
っ
，
た
。

　
近
し
來
儲
蕊
關
剛
ノ
瞭
攣
浦
濯
震
へ
外
國
へ
鋤
シ
候
テ
モ
不
都
合
二
付
、
今

　
般
夏
に
皇
國
學
盛
大
謡
講
磯
鶏
窺
書
度
思
召
二
候
閥
、
各
稗
｝

　
新
ノ
御
趣
意
ヲ
奉
戴
シ
異
愚
詠
家
憲
大
用
二
根
立
候
様
，
一
同

　
奮
登
勉
強
可
致
旨
御
沙
汰
候
事
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
以
上
闘
學
S
洋
學
一
こ
の
璽
に
加
ふ
る
に
、
江
戸
晴
代
か
ら
持
越

さ
れ
て
み
る
國
學
ε
漢
墨
ぐ
い
の
雫
が
明
槍
に
な
っ
て
も
、
初
年
に

は
ま
だ
存
し
て
み
た
。
漢
學
は
需
ふ
ま
で
も
な
ぐ
、
洋
墨
て
ふ
薪

し
い
畢
問
に
鋤
し
て
は
、
國
墨
曳
こ
共
に
蕾
思
想
に
属
し
交
早
撃
に

封
し
て
は
洋
學
ε
共
に
外
憂
の
墨
で
あ
る
、
か
ら
、
海
狸
の
地
位
た

る
や
強
固
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
上
、
漢
畢
の
本
県
た
る
支
那

の
丈
化
が
今
や
頗
る
振
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
，
漢
畢
は
今
は
ざ

て
も
江
戸
時
，
代
の
郷
き
勢
力
を
永
く
維
持
す
る
こ
ミ
は
耳
垂
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
が
価
明
治
の
ご
く
初
年
は
江
戸
時
代
の
惰
性
で

　
　
　
　
　
　
第
　
十
山
ハ
傘
い
　
麓
要
語
鮒
　
　
　
入
墨



　
　
　
　
　
明
治
初
年
の
敏
育
捌
度
ミ
そ
の
締
騨
（
上
）
　
（
高
橋
）

漢
學
の
勢
力
が
ま
だ
大
で
あ
っ
た
か
ら
、
國
學
ε
漢
墨
き
の
雫
が

写
る
烈
し
か
っ
た
。
却
っ
て
國
學
ミ
洋
墨
ミ
の
雫
の
方
が
讃
に
比

べ
る
ミ
烈
し
く
な
か
っ
た
。

・
三
王
論
の
勃
璽
こ
い
ふ
維
新
成
功
の
思
想
的
背
景
か
ら
雷
へ
ば

維
新
の
功
勢
を
挙
り
國
學
考
の
み
が
猫
型
す
べ
き
も
の
で
は
な
く

漢
學
の
方
で
も
由
崎
闇
齋
の
系
統
や
水
戸
學
派
の
人
々
も
そ
の
功

を
分
謄
し
て
み
る
も
の
で
は
あ
る
が
，
李
田
派
の
人
々
が
多
く
要

路
に
聡
し
た
の
で
、
國
戯
者
は
功
勢
に
誇
り
、
教
育
を
皇
道
申
心

に
統
一
し
ょ
う
¶
こ
す
る
。
之
に
謝
し
て
漢
議
事
は
過
去
の
勢
力
を

擁
し
、
國
學
者
の
見
解
の
難
い
の
を
罵
つ
ス
之
に
反
抗
す
る
の
で

あ
る
。
大
喜
寮
代
を
皇
學
所
ミ
漢
學
所
S
に
分
け
た
の
は
、
政
府

が
爾
者
の
雫
を
避
け
る
…
つ
の
手
段
で
あ
九
ら
し
い
。
故
に
皇
・

漢
墨
所
共
蓮
の
規
則
の
第
四
條
に
、

　
一
皇
墨
漢
學
共
互
二
是
非
ラ
璽
ヒ
、
岡
我
之
偏
執
不
可
有
之
事

「
こ
い
ふ
規
定
。
か
あ
っ
た
。

　
　
　
　
二

　
所
が
明
治
二
年
に
な
っ
て
束
塞
に
都
を
莫
め
ら
れ
、
藩
校
敏
育

の
巾
心
が
東
京
に
遷
る
に
及
び
、
東
京
は
幕
末
以
來
洋
墨
が
盛
ん

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
　
餓
が
一
癖
　
　
　
　
一
八
山
ハ

で
あ
り
、
西
京
に
比
べ
て
外
國
文
化
も
既
に
比
較
酌
多
く
取
入
れ

ら
れ
て
み
る
し
、
か
つ
丈
明
開
化
の
風
は
明
治
元
年
に
比
し
て
二

年
以
後
は
漸
次
盛
ん
ミ
な
っ
て
行
く
か
ら
、
数
育
上
の
實
用
主
義

が
次
第
に
獲
費
し
て
遡
る
の
で
あ
る
Q

　
明
治
元
年
六
月
二
十
六
旦
欝
幕
府
の
建
設
し
た
讐
學
所
を
再
興

し
、
同
二
十
九
窺
同
じ
く
幕
府
の
慈
心
學
校
を
同
年
九
月
十
二
日

同
じ
く
幕
府
の
洋
、
學
の
學
一
期
る
開
成
所
を
復
興
し
た
。
こ
の
三

校
は
或
は
鎭
將
府
に
属
し
、
或
は
東
京
府
の
所
管
ε
な
っ
た
り
し

て
そ
の
所
属
は
屡
々
漫
蓬
が
あ
る
け
れ
鞠
こ
も
、
同
年
＋
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

撃
羅
が
笹
葉
（
ほ
穿
後
の
異
郡
省
に
當
ろ
）
に
隷
し
、
＋
万
＋
三
晶
成
ω

所
も
行
政
宮
の
管
鵬
ミ
な
っ
た
。
十
二
月
二
十
五
臼
昌
築
學
綾
・

胴
成
所
の
入
學
規
則
を
定
め
た
。
警
・
學
所
の
所
属
は
頗
る
異
動
が

多
か
っ
た
が
、
や
つ
ミ
翌
二
年
五
月
十
日
に
昌
李
墾
絞
管
轄
¶
こ
定

ま
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
・

　
こ
れ
よ
り
先
，
元
年
十
月
二
＋
一
日
岩
倉
三
面
が
諸
般
の
欄
度

改
革
に
閥
す
る
意
晃
書
を
提
萬
し
た
が
、
そ
の
中
で
十
二
取
調
の

事
を
も
蓮
べ
て
、
皇
圃
薗
途
の
事
は
其
の
根
本
藪
に
在
り
「
こ
言
っ

て
み
る
。
先
に
職
倉
の
懐
刀
で
あ
っ
た
江
松
操
及
び
そ
の
他
の
幽

働



墨
者
が
學
制
を
調
査
し
て
み
る
の
に
、
更
に
取
調
を
必
要
「
こ
し
た

具
親
の
意
は
皇
道
偏
重
で
な
か
っ
た
爲
で
あ
る
。
そ
の
爲
で
あ
ら

う
か
ゆ
十
一
月
二
日
議
定
山
内
豊
信
を
し
て
塾
翻
の
査
定
を
兼
務

せ
し
め
、
秋
月
種
樹
。
森
有
禮
・
凹
田
孝
李
・
細
川
潤
次
郎
・
内
田
正

雄
等
が
取
調
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
つ
い
で
十
二
月
十
三
日
鰹
信
が
昌

謡
曲
の
翠
（
鎚
妄
り
、
藷
も
嗣
じ
蕎
絞
の
禦
を

命
ぜ
ら
れ
た
。

　
や
が
て
翌
二
年
六
月
十
五
日
に
畠
器
財
校
を
改
新
し
て
大
藩
校

ε
し
囲
成
所
ミ
醤
墨
所
ε
を
開
成
墨
継
・
馨
藤
壷
－
こ
改
稔
し
て
、

こ
の
こ
校
を
共
に
大
腿
校
の
附
属
た
ら
し
め
た
。
こ
の
改
正
に
は

大
受
校
に
兵
學
校
を
設
け
て
開
成
學
校
・
寒
露
絞
ミ
絹
並
ん
で
、

三
校
を
併
せ
て
大
避
難
の
分
局
ε
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
兵
馬
校

は
霧
寒
帯
購
軍
）
に
附
註
髪
し
壷
替
饗
し
遽
に
設
立

し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
此
の
頃
ま
で
文
武
兼
備
の
思
想
が
行
は
れ

た
が
、
こ
の
企
て
を
最
後
、
こ
し
て
次
第
に
亡
ん
で
し
ま
っ
た
事
を

知
り
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
に
定
め
ら
れ
た
學
規
に
よ
れ
ば
大

声
絞
の
旨
的
は
皇
道
主
義
陶
こ
實
用
主
義
ミ
を
並
べ
用
ひ
、
國
學
ε

漢
細
書
の
調
和
に
腐
心
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
明
沿
初
年
の
教
育
制
度
ぜ
そ
の
覇
融
（
上
）
　
ハ
高
橋
）

　
道
ノ
艦
タ
ル
や
物
ト
シ
テ
在
ラ
サ
ル
ハ
ナ
ク
時
ト
シ
テ
存
立
サ

　
ル
ナ
シ
。
其
大
外
ナ
ク
其
小
内
ナ
シ
。
乃
チ
天
地
自
然
ノ
理
ニ

　
シ
テ
窪
々
ノ
得
テ
具
ル
所
、
需
用
国
定
チ
王
子
五
常
、
其
事
ハ

則
チ
政
刑
教
化
、
其
詳
ナ
ル
ハ
鋼
チ
灘
漢
西
洋
諸
書
ノ
載
ル
所

學
校
讐
乃
チ
斯
遜
ラ
講
シ
知
識
テ
廣
メ
、
応
徳
ラ
成
シ
、
以
テ

　
天
下
建
家
工
酒
肴
テ
奏
ス
ル
所
ノ
者
ナ
リ
。
蓋
シ
紳
典
國
典
ノ

　
要
ハ
皇
滋
ラ
奪
ミ
國
膿
ラ
緋
ス
ル
ニ
在
リ
。
乃
チ
皇
國
ノ
目
的

　
醐
痴
者
ノ
序
七
型
ト
謂
フ
ヘ
シ
。
漢
土
ノ
孝
構
日
取
弥
醐
ノ
敏
、
治
転
回

　
天
下
ノ
道
、
西
洋
ノ
格
物
窮
理
．
開
化
鷺
新
ノ
學
亦
皆
是
斯
道

　
ノ
在
ル
虚
、
一
校
ノ
宜
ク
講
究
ス
ヘ
キ
所
ナ
リ
。
盤
兵
士
醤
學

　
ノ
如
キ
亦
國
ノ
興
致
民
ノ
死
生
ノ
繋
ル
ト
コ
ロ
、
政
務
中
二
於

　
テ
田
取
モ
重
ス
ヘ
キ
一
疋
二
・
シ
テ
、
外
乱
剛
ト
難
モ
就
ハ
長
ス
ル
所
願
亦

皆
探
テ
以
テ
我
國
ノ
有
ト
ス
ル
コ
ト
勿
論
ノ
ミ
。
如
此
ナ
レ
バ

蕎
來
ノ
随
習
テ
破
り
天
地
ノ
公
導
暴
キ
知
識
テ
世
界
旧
劇
メ

　
大
二
皇
基
テ
振
起
ス
ル
御
縄
延
ノ
冒
蝋
型
不
惇
、
是
乃
チ
大
學

校
ノ
規
範
ナ
リ
。

　
始
に
實
用
田
義
を
説
き
、
中
程
で
皇
道
主
義
を
明
か
し
，
次
い

で
兵
學
醤
畢
を
講
究
す
る
所
以
を
説
き
、
最
後
に
五
箇
條
の
御
誓

　
　
　
　
　
　
駕
パ
十
六
艦
】
　
第
一
階
　
　
　
　
八
七

（S7）



　
　
　
　
明
活
初
年
の
教
育
粥
度
ミ
そ
の
精
轡
（
上
）
　
（
叢
橋
）

文
ε
結
び
附
け
て
あ
る
。
し
か
し
こ
の
肇
規
巾
、
認
ま
れ
て
み
る

内
容
の
そ
れ
ぐ
が
、
計
時
は
有
機
的
に
融
合
し
て
み
な
い
。
殊

に
「
蓋
シ
紳
典
黒
革
ノ
擬
し
の
一
句
の
如
き
，
鯨
り
に
突
然
で
あ
っ

て
、
そ
れ
以
醜
に
説
い
て
あ
る
實
用
主
義
の
論
明
ぐ
）
し
っ
く
O
整

合
し
て
み
な
い
。
當
隣
は
ま
だ
調
濾
し
て
み
な
か
っ
た
酒
毒
主
義

ミ
皇
道
主
義
ミ
ニ
つ
な
が
ら
強
ひ
て
探
癒
し
、
か
つ
國
墨
ミ
漢
學

、
こ
の
璽
を
調
停
し
よ
う
¶
こ
し
て
、
最
用
主
義
・
翌
翌
主
義
や
闘
學
・

懸
物
・
洋
學
の
主
翼
、
こ
す
る
所
を
徒
ら
に
列
聞
し
て
み
る
。
そ
の
爲

右
の
行
嚢
が
甚
だ
流
暢
を
愕
き
、
趣
鷺
を
判
明
に
理
解
し
か
ね
る

や
う
な
も
の
ミ
し
て
し
ま
っ
た
。
更
に
大
漁
校
の
要
后
を
次
の
や

う
に
定
め
て
あ
っ
た
◎

　
一
紳
典
國
典
二
依
テ
盤
上
テ
辮
へ
兼
テ
漢
籍
ラ
講
明
シ
實
學
實

　
　
用
ヲ
成
テ
以
テ
要
ト
ス
。

こ
れ
も
甚
だ
愛
協
的
な
も
の
で
あ
る
。
ム
、
れ
だ
け
當
局
の
苦
心
も

撮
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
い
で
陶
二
年
七
月
八
日
政
府
で
は
宮

制
を
大
改
革
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
黒
絞
は
富
鷹
ミ
な
り
、
政

府
は
之
を
集
議
院
の
次
、
弾
斑
肇
の
上
に
剰
せ
し
め
た
Q
此
れ
よ

り
先
三
月
二
十
縛
溶
血
墨
筆
取
調
励
が
昌
李
畢
校
内
に
設
け
ら
れ

n．

　
　
　
　
　
　
轄
〃
十
六
総
｝
　
餓
曙
一
鞭
岬
　
　
　
八
八

た
。
こ
の
取
調
局
は
六
月
＋
昏
昏
慶
局
ε
な
っ
た
が
、
七
月
八
月

の
新
制
に
よ
り
、
大
書
崩
は
府
縣
藩
の
墨
改
を
総
組
す
る
こ
ぐ
こ

な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
大
面
校
は
訓
育
に
從
事
す
る
ε
共
に
、
教
育

行
乞
の
中
央
官
籏
ε
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
明
治
二
年
九
月
二
田
京
都
に
も
愈
々
大
墨
校
を
建
て
る
こ
S
・

な
っ
た
の
で
、
皇
藥
所
・
瀧
學
所
が
慶
距
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
御
用

掛
は
金
聾
発
ぜ
ら
れ
、
白
蝦
學
所
の
墨
・
瀞
　
は
一
先
づ
醜
紙
官
へ
抵
座

す
べ
き
こ
ぐ
こ
な
っ
た
。
岡
四
欝
京
都
の
兵
畢
絞
も
大
阪
へ
移
さ

れ
た
。
し
か
し
大
腿
絞
は
建
設
さ
れ
す
し
て
、
岡
十
一
丹
二
十
二
購

に
申
魚
ε
な
り
東
晒
二
大
箪
併
置
の
理
想
は
漕
え
て
し
ま
っ
た
。

よ
っ
て
專
ら
棄
京
の
大
畢
校
を
充
回
す
る
こ
曳
こ
Σ
な
っ
た
。
そ
の

年
十
二
月
十
七
臼
大
宝
絞
を
改
め
て
大
紫
S
煩
し
た
。
當
二
大
墨

は
湯
島
の
今
の
東
京
女
子
高
等
締
範
皐
綾
の
所
在
地
に
あ
り
、
開

成
學
校
は
今
の
東
京
商
科
大
面
の
勝
在
地
に
あ
っ
て
大
挙
の
爾
方

に
あ
っ
た
か
ら
直
轄
南
帯
ミ
改
辞
し
，
古
墨
校
は
脚
田
和
泉
樵
附

近
に
あ
り
、
大
學
の
東
方
に
當
っ
て
み
た
か
ら
大
壷
簗
校
ミ
改
削
…

し
た
。

　
竪
三
年
二
月
大
盤
規
則
を
改
め
て
覆
轍
し
た
。
そ
の
始
に
墨
腿

（gs）



ミ
い
ふ
一
脾
即
が
あ
る
。
明
治
二
年
山
ハ
皿
月
に
定
め
ら
れ
た
鳳
㍗
規
ψ
ぜ
鯨
鵬

約
し
た
や
う
な
も
の
で
、
や
は
り
和
漢
洋
の
三
皐
を
褻
ね
よ
う
ぐ
」

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

道
ノ
艦
タ
ル
、
物
ト
シ
テ
在
ラ
サ
ル
ナ
ク
時
ト
シ
テ
存
セ
サ
ル

　
ナ
シ
。
其
理
ハ
則
綱
常
、
其
事
ハ
則
政
刑
、
塵
∴
校
ハ
斯
道
ラ
講

　
シ
、
實
用
テ
天
下
國
家
二
種
ス
所
以
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。
然
ハ
則
孝

　
悌
勲
倫
ノ
教
、
治
國
李
天
下
ノ
道
、
堅
物
窮
理
日
新
ノ
學
、
是

　
皆
宜
シ
ク
窮
擾
ス
ヘ
キ
所
ニ
シ
テ
、
内
外
相
兼
、
不
彼
此
急
難
ケ

　
賜
与
天
地
ノ
公
道
二
基
キ
、
知
識
ラ
世
界
二
求
ム
ル
ノ
聖
旨
二

　
副
ハ
ン
チ
謝
女
ス
、
働
口
メ
サ
ル
可
ン
傭
叡
。

こ
れ
が
學
膿
の
全
丈
で
あ
る
。
こ
の
時
、
大
壁
の
墨
科
爵
が
制
定

さ
れ
て
ほ
膨
大
學
の
艦
裁
を
整
へ
た
。
科
を
大
別
し
て
五
つ
労
し

た
。

法事
浅科

理
科

紳
三
選
修
身
學

國
法
　
民
法
　
商
法
　
刑
法
　
訴
訟
法
　
警
急
公
法

利
用
厚
生
墨
　
曲
灘
墨
　
政
治
學
　
戦
勢
學

絡
致
學
　
星
學
　
地
質
墨
　
金
石
學
　
動
物
學
　
植
物

墾
　
化
墨
　
重
學
　
撒
學
　
器
械
學
　
度
量
學
　
築
造

　
別
泊
初
年
の
教
育
髄
脳
ミ
そ
の
精
融
（
上
）
　
（
嘉
橋
）

　
馨
科

　
　
豫
科
　
撒
學
　
格
致
學
　
化
．
學
　
金
石
．
墨
　
動
植
學

　
　
本
科
　
解
上
騰
　
藥
物
産
　
原
昏
昏
　
病
身
剖
駿
學
　
内
科

　
　
　
　
　
外
科
及
灘
科
　
治
療
墨
兼
鍮
生
法

　
文
科
　
紀
導
出
　
丈
鳥
餌
　
性
理
學

　
こ
の
中
、
欝
科
は
大
饗
東
駅
で
、
法
科
・
理
科
は
点
燈
南
校
で

数
授
さ
れ
、
教
科
隔
こ
丈
短
は
大
玉
で
教
授
さ
れ
た
2
｝
の
中
で
一
寸

分
り
難
い
の
は
教
科
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
く
國
學
ε
漢
學
S
の
箏

の
緩
衝
地
帯
S
し
て
置
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
瀞
教
學

は
闘
墨
の
別
爾
、
修
身
墨
は
漢
學
の
遅
場
に
外
な
ら
な
い
。
香
ふ

ま
で
も
な
く
、
理
科
は
洋
學
で
あ
り
、
法
科
も
大
部
分
が
洋
琴
で

あ
る
。
欝
科
に
は
從
來
和
渾
の
醤
道
が
あ
っ
た
け
れ
さ
も
、
大
聖

束
絞
は
醤
幕
府
の
西
洋
讐
學
の
學
校
の
縫
承
で
あ
る
か
ら
、
や
は

り
零
墨
に
発
す
る
。
同
二
年
九
月
棲
田
直
助
等
の
建
議
に
よ
り
三

年
二
月
か
ら
鳳
時
大
幣
和
漢
馨
道
取
調
掛
の
一
局
を
響
い
た
け
れ

汐
も
、
讐
衛
に
和
漢
洋
の
随
捌
の
有
る
べ
き
で
な
い
S
い
ふ
理
由

で
程
な
く
慶
せ
ら
れ
た
の
で
、
隆
科
は
洋
墨
に
限
ら
れ
た
。
よ
っ

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巷
　
魏
二
號
　
　
　
　
入
九

（S9）



　
　
　
　
　
明
治
初
年
の
数
育
湖
度
定
そ
の
繕
紳
（
上
）
　
（
高
橋
）

て
國
學
S
漢
肇
－
こ
は
文
科
ε
敏
科
ε
の
牙
城
を
守
っ
て
み
た
の
で

あ
る
。

　
洋
學
の
程
度
は
消
魂
は
ま
だ
低
か
っ
た
事
は
、
や
む
を
得
な
い

事
で
あ
る
が
、
學
問
の
内
容
が
組
織
だ
つ
て
る
る
の
嚇
こ
、
外
人
が

多
く
敏
官
書
し
て
腿
は
れ
て
居
っ
た
事
ご
に
よ
り
、
教
授
や
墨
習

の
方
法
は
當
時
か
ら
相
癒
に
組
織
的
で
よ
く
整
頓
し
て
み
た
。
そ

の
上
、
洋
盲
者
た
ち
は
管
下
の
物
質
面
明
の
詣
れ
て
み
る
の
か
促

進
さ
せ
よ
う
ミ
し
て
、
熱
心
に
研
究
も
し
教
授
も
し
た
か
ら
、
成

績
も
揚
っ
た
し
、
政
府
も
民
間
も
贈
呈
の
嚢
蓬
に
期
待
す
る
所
が

多
か
っ
た
。
そ
れ
で
敏
育
上
，
洋
鵡
者
の
考
へ
て
る
る
實
用
主
義

が
漸
次
勢
力
を
得
て
行
っ
た
。
大
鷺
の
本
絞
に
は
、
闘
學
－
こ
岩
国

－
こ
の
大
家
が
居
っ
て
、
そ
の
主
力
か
ら
言
へ
ば
、
不
足
の
な
い
人

が
多
か
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
歎
授
の
方
法
が
整
は
す
、
殆
・
ご
唯

議
論
ば
か
り
で
日
を
迭
っ
て
み
た
。
殊
に
皇
悪
者
等
が
漢
墨
者
等

を
攻
撃
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
う
明
治
二
年
六
月
か
ら
大
詰
の
國

墨
側
の
敏
務
を
取
っ
た
の
が
大
．
學
大
丞
丸
山
作
樂
で
あ
る
。
そ
の

頃
漢
學
の
方
の
教
務
主
任
た
る
蓼
酢
大
紫
松
周
時
敏
は
老
年
温
和

の
入
で
あ
っ
弛
か
ら
，
丸
山
ミ
松
岡
－
こ
の
間
に
は
、
璽
論
は
盗
り
超

　
　
　
　
　
　
　
簸
十
六
巻
　
第
一
號
　
　
　
九
〇

ら
な
か
っ
た
が
、
無
量
の
主
席
講
参
で
あ
っ
た
大
博
士
水
木
成
美

ミ
丸
由
ε
の
喧
嘩
は
像
程
ひ
噛
こ
い
も
の
で
あ
っ
た
さ
う
で
あ
る
。

　
　
註
　
右
の
一
項
に
明
治
三
十
五
年
十
二
月
七
口
帝
閣
敏
育
會
で
撃
湖
頒

　
　
布
満
三
十
年
要
望
式
な
畢
げ
れ
噂
に
、
も
定
射
撃
大
丞
で
あ
っ
表
加
藤

　
　
弘
之
搏
士
が
講
演
さ
れ
象
も
の
の
筆
記
に
よ
る
。

　
丸
由
は
同
年
七
月
十
一
日
集
議
院
下
局
次
官
嘔
こ
な
っ
た
。
そ
の

爲
に
大
尉
別
當
松
卒
慶
永
を
動
か
し
た
の
か
、
九
月
十
二
厩
慶
永

か
ら
、
（
一
）
首
長
－
こ
漢
．
墨
ミ
を
合
併
し
て
教
授
す
る
事
、
（
二
）
皇

國
の
學
紳
を
祀
り
、
孔
子
の
廟
や
繹
莫
を
慶
比
す
る
事
」
（
三
）
初

歩
の
欝
欝
に
着
て
棄
讃
は
專
ら
野
壷
を
用
ひ
て
、
漢
籍
を
停
む
べ

、
唐
事
、
（
四
）
孟
子
は
名
分
を
尊
く
鮎
に
討
て
叢
濃
に
合
は
な
い
黙

が
あ
る
か
ら
、
正
科
か
ら
省
く
事
な
，
こ
の
案
に
就
い
て
朝
宗
を
仰

い
だ
の
で
、
闘
十
七
日
の
集
議
院
會
議
に
か
け
ら
れ
た
。
賛
否
は

頗
る
離
々
で
あ
っ
た
が
大
多
数
の
議
員
は
蕪
制
に
從
ひ
、
規
則
の

照
影
な
き
を
可
ミ
し
て
み
る
。
そ
れ
で
右
の
案
は
全
然
否
決
さ
れ

た
。

　
翌
三
年
二
月
矢
野
立
道
が
大
欲
の
中
博
士
ミ
な
っ
た
。
矢
野
は

欝
欝
よ
O
度
々
大
嘗
祭
を
將
來
永
く
京
都
に
於
て
復
古
の
形
式
で
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行
は
る
べ
き
こ
ε
を
建
白
し
た
が
、
三
年
六
月
十
五
日
集
議
院
へ

大
學
を
皇
道
中
心
に
改
む
べ
き
事
を
建
雷
し
た
。
そ
の
建
白
文
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
咋
年
來
神
武
天
皇
御
創
業
に
被
爲
基
、
御
政
艦
復
蕩
之
御
儀
奉

嚢
、
殊
暑
置
所
（
東
京
の
意
）
に
は
大
関
校
御
羅
遊
、
森
御

　
教
育
亡
子
、
千
歳
一
時
之
御
盛
暴
ε
奉
存
、
潮
繋
・
邊
土
之
微
臣

　
千
里
を
遠
し
ご
せ
す
し
て
春
燈
東
下
、
御
模
様
奉
伺
候
腱
、
貴

　
料
古
代
之
御
此
式
は
毫
も
不
被
爲
立
、
學
聖
職
も
戎
麟
之
集
窟

　
其
此
御
用
ひ
被
遊
、
古
翻
に
協
ひ
候
學
則
等
も
不
奉
伺
、
殆
方

　
響
を
失
ひ
、
蓬
退
こ
・
に
重
り
、
全
土
之
面
目
も
齪
芝
、
今
日

　
迄
眞
の
御
復
古
奉
待
候
へ
さ
も
何
た
る
御
趣
意
も
聞
え
不
申
候

　
間
、
乍
恐
左
に
建
言
仕
候
。
（
下
略
）

　
こ
れ
で
は
論
蔵
開
化
ご
全
く
逆
行
し
て
み
る
。
か
く
國
墨
駕
篭

洋
學
の
璽
が
あ
る
上
に
、
國
漢
康
の
教
官
．
こ
墨
生
ミ
の
問
に
軋
…
櫟

が
縄
え
な
か
っ
た
。
國
漢
學
の
教
官
は
大
艦
擾
秀
な
人
を
集
め
た

の
で
は
あ
る
が
、
維
新
草
創
の
際
ε
て
全
部
の
敏
富
が
さ
う
ご
は

言
へ
な
い
。
從
來
私
塾
を
開
い
て
み
た
考
が
、
蒔
蓮
に
巡
う
て
召

出
さ
れ
た
者
が
可
な
り
あ
っ
て
、
ム
、
の
中
に
は
多
識
の
鯨
り
秀
で

　
　
　
　
明
治
初
年
の
数
育
翻
度
ミ
そ
の
繕
事
（
上
）
　
（
高
橋
）

な
い
人
が
あ
る
。
以
て
生
徒
の
中
に
は
入
畢
前
に
國
丈
・
漢
文
を

相
年
に
深
く
研
究
し
て
來
た
者
が
あ
っ
て
、
敏
師
を
や
り
こ
め
旗

り
す
る
事
も
時
々
起
る
の
で
、
敏
宮
ミ
墨
生
ミ
の
軋
櫟
が
隠
々
爆

撃
し
た
事
も
、
そ
の
．
頃
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。

　
逡
に
政
府
は
附
置
に
困
り
、
「
學
制
改
正
に
っ
き
」
¶
こ
い
ふ
名
目

で
大
零
本
絞
を
閉
鎮
す
る
こ
ε
に
定
め
て
三
年
七
月
十
二
B
之
を

噺
嘱
し
た
。
こ
れ
で
皇
墨
者
も
並
置
者
も
大
字
を
蓬
は
れ
，
皇
道
潅

義
は
零
墨
か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
・
こ
』
な
っ
た
。
し
か
し

歎
育
行
政
の
府
ε
し
て
の
大
倉
は
全
く
滅
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。

東
校
・
南
校
は
依
然
存
績
し
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
の

教
育
に
就
い
て
は
、
大
壷
は
勿
論
一
般
に
敏
育
は
實
用
主
義
を
宗

－
こ
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
圃
よ
り
我
が
國
の
教
育
か
ら
皇
道
主
義

が
全
く
浴
失
す
る
こ
、
こ
は
右
り
得
な
い
が
、
今
後
暫
く
は
審
用
主

義
全
盛
蒔
代
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　
翌
四
年
三
月
二
十
二
日
丸
山
作
樂
・
矢
野
立
遁
・
三
田
直
助
等
の

國
畢
考
が
御
不
審
あ
り
ミ
い
ふ
理
慮
を
以
て
，
丸
山
は
魚
雷
藩
、

矢
野
は
鰯
由
藩
、
樺
園
は
金
澤
藩
の
藩
邸
へ
預
け
ら
れ
弛
。
「
矢
野

立
道
傳
」
に
よ
る
受
上
鵬
朋
美
静
が
木
戸
・
大
久
保
等
に
丸
由
等
を
開

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
出
磐
　
第
｝
號
　
　
　
　
九
一
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購
治
秘
年
の
教
育
難
度
霊
そ
の
予
土
（
上
）
（
高
矯
）

化
妨
害
の
徒
な
り
ざ
声
言
し
た
の
が
動
機
だ
ミ
記
し
て
あ
る
◎
此

等
老
懸
の
復
古
主
義
か
極
端
に
走
り
、
政
府
要
路
ぺ
の
建
言
や
響

動
が
執
拗
で
あ
っ
た
か
ら
，
政
府
の
大
官
た
ち
に
厭
は
れ
た
爾
に

此
の
奇
言
を
招
い
た
も
の
ら
し
い
。

　
　
　
　
三

　
障
壁
圭
義
の
登
逮
を
下
に
蓮
べ
る
べ
き
順
序
で
あ
る
が
、
そ
の

前
に
五
っ
て
中
小
學
の
獲
達
に
つ
い
て
一
毛
の
糊
察
を
し
て
置
き

た
い
。

　
始
め
文
久
二
年
六
月
大
原
重
徳
が
勅
使
・
こ
し
て
江
戸
城
に
下
り

幕
府
の
改
革
を
促
し
た
の
で
，
幕
癒
は
諸
種
の
方
面
に
改
革
を
企

て
且
實
行
し
た
。
教
育
上
に
も
岡
年
十
一
月
始
め
て
學
後
難
奉
行

を
置
き
畠
峯
絞
を
管
理
せ
し
め
る
な
、
ご
色
々
新
し
い
施
設
を
行
っ

た
が
、
そ
の
一
つ
の
現
れ
、
こ
し
て
翌
三
年
二
月
五
二
小
論
校
を
建

設
す
る
爲
に
係
の
役
人
を
命
じ
て
み
る
。
し
か
し
幕
末
多
事
の
際

、
こ
て
、
事
實
建
設
す
る
ま
で
に
は
到
ら
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
つ

い
で
明
治
元
年
点
滅
伏
見
の
職
の
罪
に
よ
り
、
朝
廷
は
前
將
軍
徳

川
慶
喜
を
蟄
居
せ
し
め
、
そ
の
家
を
家
蓬
に
糧
績
さ
せ
て
、
艀
岡
に

封
せ
ら
れ
た
。
徳
川
氏
は
同
年
＋
二
月
沼
津
に
藩
の
兵
墨
校
を
設

　
　
　
　
　
　
纂
山
－
山
ハ
巷
　
　
第
一
鵜
㌍
　
　
　
九
二

け
、
附
燭
ミ
し
て
小
篇
校
を
設
け
た
。
恐
ら
く
蕎
幕
府
の
計
蟄
を
受

遺
い
だ
も
の
で
あ
ら
う
。
沼
津
小
糠
校
は
兵
磐
石
の
豫
科
で
あ
る

が
、
而
も
厩
立
し
た
直
立
S
し
て
そ
れ
だ
け
で
完
結
し
た
教
育
所

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
掟
書
に
よ
る
ミ
、
「
童
児
七
八
歳
に
て
素
潜
手

習
い
た
し
候
様
翻
成
候
者
は
、
其
父
、
若
父
無
之
亡
兄
叉
は
後
見

入
ま
た
は
母
親
に
て
も
小
面
校
頭
取
へ
」
願
出
る
時
は
士
庶
共
に

入
学
を
許
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
明
治
年
代
に
於
け
る
最
も

早
い
小
學
校
で
あ
る
。
こ
の
沼
津
小
學
校
が
模
範
噛
こ
な
っ
て
、
三
年

七
月
に
は
詞
じ
管
内
で
、
静
岡
・
沼
津
・
田
中
・
小
島
・
掛
川
・
濃
松
・

新
居
・
横
須
賀
・
相
良
・
中
断
等
の
各
地
に
小
學
校
が
設
け
ら
れ
た
。

　
沼
津
小
墨
校
は
藩
内
の
小
學
校
中
で
最
古
の
も
の
で
あ
る
が
、

府
縣
内
の
小
學
校
で
は
京
都
市
内
の
小
農
絞
六
＋
四
校
が
最
も
古

い
。
明
治
二
年
二
月
五
日
政
府
は
府
縣
施
政
順
序
ミ
い
、
両
法
令
を

出
し
た
が
、
そ
の
中
に
小
學
校
設
澄
の
一
項
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に

は
次
の
や
う
に
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

專
、
書
墨
・
素
踊
・
算
籍
テ
習
ハ
シ
メ
、
願
書
・
書
翰
・
繭
玉
・
算

　
勘
等
其
ノ
用
ラ
網
田
サ
ラ
シ
ム
ヘ
シ
。
…
叉
時
々
講
鉱
献
テ
…
以
テ
作
州
…

　
時
獄
刀
テ
轍
滑
へ
壁
心
孝
ノ
凱
迫
テ
知
ル
ヘ
キ
…
法
論
弧
醐
シ
、
U
風
俗
…
を
厘
層
ク
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ス
ル
ヲ
要
ス
。

－
こ
あ
り
、
そ
の
葡
牛
は
夏
用
主
義
を
示
し
、
後
牟
は
温
和
な
皇
道

主
義
を
示
し
て
み
る
。
こ
れ
よ
め
先
京
都
府
で
は
元
年
七
月
小
鉢

二
王
螢
の
自
治
膿
た
る
．
學
蹟
を
定
め
＋
月
二
＋
臼
各
町
年
寄
等
を

集
め
て
小
學
校
建
螢
に
つ
い
て
論
示
し
た
が
、
翌
二
年
二
月
二
十

一嚇

P
府
縣
施
攻
噸
序
に
本
づ
き
京
都
府
騰
か
ら
馬
革
へ
中
墨
校
・

小
．
墨
蹟
建
螢
趣
意
書
を
差
撫
し
て
熱
く
小
墨
校
建
目
算
に
着
手
し

た
。
五
月
二
十
一
日
上
京
第
二
十
七
番
組
小
塾
・
校
が
最
先
に
關
校

し
た
。
こ
れ
が
今
の
柳
池
尋
常
小
學
鞍
で
あ
る
。
故
に
此
の
ホ
墨
校

は
新
政
府
か
ら
嚢
布
し
た
規
則
に
依
る
小
墨
校
ミ
し
て
は
最
も
古

い
。
そ
れ
か
ら
そ
の
年
内
に
爾
力
十
三
の
小
急
調
が
開
か
れ
た
。

維
新
が
成
功
し
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
諸
事
整
頓
し
な
い
階
に
六
十

四
の
小
學
校
を
｝
つ
の
市
に
建
設
す
る
の
は
、
中
々
容
易
で
は
な

か
っ
た
で
あ
ら
う
。
榮
穀
の
下
に
あ
る
東
京
府
で
さ
へ
や
つ
「
こ
翌

三
年
に
な
っ
て
六
つ
の
小
墨
校
が
設
け
ら
れ
た
だ
け
で
あ
．
つ
た
。

　
明
治
二
年
三
月
二
＋
三
日
の
庸
告
に
よ
り
、
特
に
東
北
の
府
縣

へ
遽
か
に
小
墨
校
を
設
け
て
政
教
を
行
ふ
べ
き
旨
を
命
じ
て
み

る
。
こ
れ
は
二
月
の
府
縣
施
政
順
序
を
重
ね
て
布
告
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
覇
蒲
毎
年
の
教
育
棚
度
ぜ
そ
の
鷲
紳
（
ヒ
　
隔
）
　
（
高
猫
）

る
が
東
北
地
方
に
隈
っ
て
特
に
重
ね
た
の
は
、
此
の
地
方
が
政
府

塩
森
の
氣
分
を
最
も
濃
厚
に
持
っ
て
る
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
故
に

教
育
の
方
針
は
府
縣
施
政
順
序
に
見
え
た
温
和
な
皇
叢
麦
義
を
更

に
識
量
化
し
、
現
代
化
し
、
圏
家
本
位
ミ
し
、
政
治
の
爲
を
主
・
こ

し
て
考
へ
た
教
育
ε
な
っ
て
み
る
。
こ
れ
を
私
は
國
家
主
義
・
こ
名

づ
け
て
お
き
た
い
。
そ
の
交
に
曰
く

　
庫
序
の
教
不
備
候
て
は
政
王
難
被
行
候
に
付
今
般
諸
道
府
縣
に

　
於
て
小
墾
校
被
設
入
民
教
育
の
道
沿
く
御
施
行
十
二
在
度
思
召

　
に
野
間
東
北
府
縣
遽
に
墨
校
を
設
け
御
趣
意
貫
徹
候
襟
澁
ヵ
可
　
の

愚
母
仰
醐
細
事
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
　
但
墨
校
取
調
ミ
し
て
東
京
墨
型
よ
り
入
選
を
以
被
差
向
候
間

　
　
商
議
可
要
事
。

右
の
但
書
が
政
府
の
都
合
の
よ
い
敏
育
を
行
は
し
め
よ
う
ミ
し
て

露
骨
に
下
し
江
命
令
た
る
二
ξ
を
明
示
し
て
み
る
ミ
思
は
れ
る
。

　
こ
の
國
家
室
義
の
無
因
は
版
籍
塞
・
蓬
さ
へ
行
は
れ
て
な
い
當
時

に
は
行
は
れ
る
筈
も
あ
る
ま
い
。
し
か
し
此
の
墨
家
主
義
の
敏
育

が
次
第
に
獲
序
し
て
明
治
十
九
年
以
後
永
く
我
が
國
の
教
薄
の
根

本
主
義
ご
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
芽
生
．
が
早
く
片
鱗
を
こ
・
に
現

　
　
　
　
　
　
蕗
十
轟
ハ
巷
　
第
一
號
　
　
　
　
九
三



　
　
　
　
　
明
治
初
年
の
教
育
湖
滴
定
そ
の
鷲
聯
田
上
）
　
（
高
橋
）

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
繭
記
の
如
く
二
年
七
月
大
墨
校
が
行
政
富
聴
ミ
な
っ
て
小
學
絞

を
も
管
轄
す
る
や
う
に
な
っ
た
が
、
翌
三
年
二
月
大
里
規
則
を
改

正
す
る
ミ
洞
時
に
中
尾
。
小
墨
規
則
を
も
設
け
た
。
政
府
の
法
令

上
で
、
中
墨
の
名
は
こ
、
に
始
る
。
古
來
支
那
・
日
本
に
は
中
墨

な
る
名
爾
は
無
か
っ
た
し
、
叉
大
息
ミ
小
墨
－
こ
の
中
間
に
介
護
す

る
學
校
も
明
瞭
に
は
存
荘
し
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
、
の
中
學
は
酉

洋
の
中
等
墨
校
か
ら
考
へ
つ
い
た
も
の
ε
見
て
よ
い
。
文
献
を
廣

く
探
し
た
ら
、
幕
末
の
蘭
學
者
の
書
に
既
に
中
墨
の
名
を
見
忠
し

う
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
中
學
の
語
は
明
治
二
年
頃
よ
り
急
に
多

く
用
ひ
ら
れ
出
し
た
や
う
で
あ
る
。
二
年
二
月
京
都
府
か
ら
里
宮

へ
差
産
し
た
中
學
絞
小
難
校
建
螢
趣
意
書
は
そ
の
一
樹
で
あ
る
。

岡
年
七
月
の
序
丈
あ
る
内
田
正
雄
課
「
和
蘭
墨
跡
」
に
は
祁
爾
の
中

學
の
翻
度
が
詳
し
く
詮
い
て
あ
る
。
同
九
月
加
藤
有
隣
が
書
い
た

「
大
小
學
校
建
議
」
に
は
中
學
校
設
立
の
建
議
を
述
べ
て
み
な
い
が

西
洋
に
は
中
継
の
設
の
あ
る
歯
を
説
い
て
み
る
。

　
一
二
年
二
月
の
中
小
墨
規
則
で
は
、
小
走
は
八
歳
に
入
付
し
て
十

五
歳
で
終
へ
、
中
學
は
十
六
歳
に
入
穿
し
て
二
十
二
歳
に
卒
業
す

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巷
4
8
姫
川
號
　
　
九
四

る
。
そ
の
後
俊
秀
な
る
者
を
選
ん
で
大
畢
へ
貢
す
る
ε
あ
る
か
ら

任
意
に
志
願
す
る
の
で
は
な
か
つ
九
。
中
學
の
諜
程
は
蘭
に
記
し

た
大
御
の
五
科
（
敏
・
法
・
理
・
讐
・
丈
）
を
低
い
程
度
で
墨
ぶ
の
で
あ

る
。
小
墨
の
課
穫
譲
（
螺
鰍
Y
習
字
魔
術
・
語
學
・
地
輩
の

外
に
、
や
は
り
五
科
大
意
噛
こ
い
ふ
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
幾
十
藩

ミ
大
震
ミ
の
蓮
絡
が
十
分
で
な
く
、
又
大
弓
そ
の
も
の
に
樺
威
が

な
か
つ
九
か
ら
此
等
の
規
則
は
掌
文
に
終
る
に
蓬
が
な
い
の
で
、

政
府
も
強
い
て
施
行
せ
し
め
や
う
隔
こ
は
し
な
か
っ
た
。

　
例
へ
ば
同
三
年
閏
十
月
京
都
府
で
中
學
校
を
建
て
た
。
右
の
焼

則
に
從
へ
ば
凡
て
の
兜
鉢
は
先
づ
小
學
校
へ
入
墨
せ
し
む
べ
き
で

あ
る
が
、
京
都
市
で
は
二
七
小
里
絞
へ
は
李
民
の
み
が
入
前
し
、

華
士
族
は
入
學
し
な
い
の
で
、
特
に
華
士
族
の
爲
に
中
學
校
附
薦

の
小
曲
校
を
設
け
て
、
こ
の
縫
製
校
か
ら
中
華
校
へ
進
ま
せ
た
。

當
時
の
學
校
は
ま
だ
く
今
田
の
如
く
四
民
全
等
ミ
は
行
か
な
か

っ
た
。

　
侮
東
京
癒
・
京
都
癒
及
び
静
閥
藩
以
外
の
府
縣
藩
の
事
は
｝
々

こ
・
に
蓮
べ
す
、
凡
て
膚
略
し
て
お
く
が
、
大
艦
は
東
京
・
・
京
都

よ
り
落
ち
る
こ
ε
は
雷
ふ
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
政
府
の
施
設
が

（　9－1　）



刺
越
こ
な
っ
て
各
麿
縣
藩
の
敏
育
も
少
し
づ
、
進
ん
で
來
た
こ
、
こ

も
勿
論
で
あ
る
。
從
斎
燈
塾
の
無
か
っ
た
藩
に
も
新
に
之
を
設
け

る
や
う
に
な
っ
た
。
藩
學
三
百
程
の
中
、
三
十
七
程
は
明
治
元
年

以
後
の
建
設
で
あ
る
。

　
明
治
四
年
七
月
に
到
り
愈
々
凋
藩
を
慶
し
て
縣
－
こ
し
た
の
で
、

血
管
は
藩
の
自
治
に
任
じ
て
あ
っ
た
學
校
捌
度
及
び
行
政
は
全
部

政
府
で
行
ふ
こ
ミ
」
な
っ
た
か
ら
、
七
月
十
八
日
政
府
は
文
部
省

を
新
に
置
い
て
從
來
教
育
行
政
の
府
で
あ
っ
た
大
墨
を
慶
し
た
。

こ
の
時
江
藤
新
李
が
文
部
大
輔
－
こ
な
っ
た
が
始
は
卿
を
置
か
な
か

っ
た
の
で
、
江
藤
が
事
高
上
の
長
宮
で
あ
っ
た
。
闇
も
な
く
同
月

二
十
八
日
大
木
喬
任
が
文
部
卿
「
こ
な
り
、
江
藤
は
八
月
四
日
左
院

副
議
長
に
恥
じ
た
。
江
藤
の
在
職
は
短
か
っ
た
が
、
精
鉱
な
る
彼

れ
は
巻
斗
仕
事
を
し
た
や
う
で
あ
る
。
大
熱
が
慶
せ
ら
れ
た
の
で
、

大
學
東
校
・
大
塵
・
南
校
は
各
々
大
墨
の
二
字
置
削
っ
た
。
九
月
文

部
雀
は
學
制
の
改
革
を
必
要
ξ
し
、
東
紮
・
南
校
を
閉
ぢ
た
が
、
程

な
く
翌
月
又
復
興
し
た
。
こ
れ
は
從
來
の
貢
畜
生
が
放
蕩
怠
惰
で

あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
慶
す
る
手
段
だ
つ
た
ε
い
ふ
。
當
時
は
施

政
の
凡
て
の
方
面
に
朝
令
暮
改
が
多
い
Q
敏
育
界
剃
さ
う
で
あ
る

　
　
　
　
朋
滑
初
年
の
教
育
制
度
定
そ
の
糖
淋
（
上
）
（
腐
橋
）

が
右
は
そ
の
甚
だ
し
い
例
で
あ
る
◎

　
さ
て
愈
々
慶
藩
澄
縣
ざ
な
る
ミ
、
全
國
共
通
の
制
度
を
布
く
必

要
が
あ
る
。
叉
さ
う
す
べ
き
筈
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
十
一
月
二

＋
五
日
府
縣
の
學
校
は
文
部
省
で
管
轄
す
る
こ
S
を
明
瞭
に
布
告

し
た
。
か
く
て
種
々
調
査
研
究
の
結
果
、
朋
治
五
年
六
月
「
學
翻
」

な
る
固
頭
名
詞
を
持
ち
、
凡
て
の
墨
校
の
翻
度
を
網
羅
し
た
新
し

い
敏
育
法
令
が
斑
二
上
り
、
御
裁
可
を
達
て
八
月
三
日
獲
魔
さ
れ

た
」　

文
部
省
は
大
極
の
糠
績
に
過
ぎ
な
い
が
、
三
年
七
月
本
校
を
慶

し
て
詩
型
、
大
畢
は
東
校
ミ
南
校
の
み
で
成
立
し
、
洋
墨
者
の
み

が
そ
の
教
職
員
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
文
部
省
へ
も
東
絞
・
南
校
の

洋
學
者
が
多
く
入
っ
た
。
彼
等
が
畠
卒
禅
門
・
階
學
所
。
開
成
所
以

來
研
究
し
て
來
た
教
育
制
度
を
全
払
に
布
か
う
¶
こ
す
る
の
で
あ

る
。
い
か
に
我
が
國
の
荒
巻
に
照
し
て
修
補
す
る
ミ
し
て
も
、
根

本
は
西
洋
の
教
育
軍
慮
を
焼
直
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
義
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

實
用
講
義
を
主
ミ
す
る
も
の
で
あ
ら
う
ざ
は
想
像
し
易
き
事
で
あ

る
。
明
治
十
年
丈
部
省
よ
り
刊
行
し
た
日
本
歎
育
経
略
に
は
、
三

年
七
月
大
墨
．
本
校
を
慶
止
し
た
事
を

　
　
　
　
　
　
第
工
i
山
ハ
谷
　
　
第
一
臨
概
　
　
　
　
九
五
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洌
口
際
年
の
教
育
湖
渡
オ
そ
の
精
霊
ハ
上
）
　
（
斑
橋
）

　
零
墨
・
ノ
建
ヅ
紳
敏
．
墨
及
羅
則
等
衆
論
一
ナ
ラ
ズ
。
獅
リ
テ
更
二

身
捌
ラ
改
正
ス
ル
ニ
意
ア
リ
。
閉
校
，
・
令
ヲ
嵩
ダ
シ
テ
、
悉
生

　
徒
ラ
鼠
壁
農
協
シ
ム
。

ミ
あ
る
の
も
，
右
の
意
味
を
娩
曲
に
記
し
た
も
の
ミ
解
し
う
る
で

あ
も
う
。
か
つ
慶
藩
置
縣
は
從
來
の
封
建
翻
意
を
妊
め
て
串
央
集

礎
濃
度
を
確
立
す
る
こ
ぐ
」
で
あ
る
。
教
育
も
粂
國
幽
艶
の
制
度
を

布
か
う
ご
す
る
の
で
あ
る
が
、
從
來
我
が
國
は
封
建
制
度
で
あ
る

か
ら
、
新
し
く
命
か
ん
ざ
す
る
制
度
の
模
範
た
る
べ
き
舗
度
が
從

來
無
か
つ
允
わ
け
で
あ
る
。
故
に
，
こ
う
し
て
も
中
央
集
穫
的
な
外

國
か
ら
乎
本
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
瀦
よ
り
見
る
ミ
新

し
い
制
度
は
外
國
の
制
度
の
焼
直
し
だ
ご
い
ふ
事
に
な
る
。
尤
も

東
校
・
南
絞
か
ら
文
部
省
へ
入
っ
た
役
人
以
外
に
新
し
く
入
っ
た

筆
入
が
多
い
。
そ
の
中
に
は
國
漢
學
者
も
あ
る
。
此
等
の
闘
瀧
墨

者
の
意
見
も
滲
酌
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。
こ
れ
を
史
實
に
照
し
て
見

る
・
こ
、
さ
う
で
あ
ら
う
か
。

　
明
治
初
年
に
文
部
省
に
勤
め
て
み
た
入
で
、
近
く
ま
で
生
存
し

た
人
、
又
は
緩
緩
健
全
な
入
漁
の
談
話
を
綜
合
す
る
、
こ
、
學
翻
編
纂

に
似
多
く
の
入
が
手
偉
つ
た
や
う
で
あ
る
。
三
民
敏
累
計
総
軍
編

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巻
　
　
第
二
押
回
　
　
　
あ
ん
山
川

纂
「
敬
育
四
十
露
奥
」
に
は
久
保
鋸
譲
氏
の
談
話
ミ
し
て
「
之
か
阻

す
に
就
い
て
は
江
藤
新
李
氏
な
｝
こ
も
餓
程
骨
を
折
ら
れ
た
」
ぐ
」
書

い
て
あ
る
。
明
治
三
十
五
年
十
二
月
七
日
帝
國
裾
継
會
で
墨
剃
頒

布
満
三
十
年
記
念
式
を
あ
け
た
時
に
辻
新
次
氏
が
演
説
し
た
中
に

「
學
翻
編
成
に
付
て
謎
力
さ
れ
た
人
は
長
編
・
酉
潟
訥
・
瓜
雄
心
・
是

等
の
入
を
費
え
て
居
0
ま
す
」
ミ
蓮
べ
て
あ
る
。
同
じ
式
場
で
辻

氏
に
績
い
て
斜
壁
さ
れ
た
頽
藤
弘
之
檸
士
は
江
藤
新
李
・
大
木
喬

任
・
辻
新
次
等
の
功
績
を
稽
へ
て
る
る
。
ま
た
大
正
＋
一
年
越
月

三
十
日
學
制
頒
布
五
十
年
記
念
弍
が
金
甲
的
に
行
は
れ
た
臨
、
大

阪
朝
騰
新
聞
に
掲
げ
ら
れ
た
高
橋
是
清
氏
の
談
話
に
よ
る
ミ
、
和

蘭
人
フ
ル
ペ
ッ
キ
の
意
見
に
基
づ
き
、
抽
藤
弘
之
・
辻
新
次
・
田
中

不
二
朧
桟
・
野
村
素
介
の
諸
氏
が
蓼
饗
し
た
も
の
ざ
箆
て
あ
る
。

　
か
く
談
話
者
に
よ
っ
て
墨
捌
頒
布
の
功
里
馬
が
一
定
し
て
み
な

い
が
、
私
は
皆
正
し
い
・
こ
思
ふ
。
久
保
田
氏
は
最
初
の
滲
働
者
ミ

し
て
江
藤
を
あ
げ
、
高
橋
氏
は
墨
制
内
容
の
模
範
ε
し
て
の
外
國

の
敏
育
側
度
を
研
究
し
た
り
、
我
が
墨
制
を
立
案
し
た
恐
々
を
畢

ぴ
，
辻
氏
の
講
演
で
は
墨
制
頒
布
の
衝
に
直
接
携
は
つ
た
役
入
を

畢
け
た
の
で
あ
る
。
黒
氏
は
そ
れ
ム
、
畢
翻
頒
布
の
功
勢
者
の
意

（96）



味
を
別
様
に
解
回
し
て
み
る
の
で
、
即
製
者
の
名
を
曲
げ
る
の
に

差
を
生
じ
た
の
で
あ
る
Q
此
等
諸
氏
の
外
に
直
接
關
凝
し
な
い
が

墨
田
制
定
に
大
な
る
影
響
を
輿
へ
た
の
は
編
澤
論
吉
で
あ
る
こ
ミ

は
衆
論
が
一
致
し
て
み
る
、
書
田
熊
次
博
士
も
「
明
治
大
正
の
文

化
」
（
太
陽
櫓
刊
）
の
中
で

　
加
之
、
輻
澤
落
懸
氏
の
慶
慮
義
塾
は
夙
に
英
米
の
文
化
を
落
入

し
？
あ
っ
た
が
、
文
部
雀
驕
係
方
颪
起
は
大
な
る
勢
力
葱
持

　
つ
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
，
墨
鰯
に
基
く
新
敏
育
に
は
其
の
影

　
郷
響
が
多
か
っ
た
の
で
藁
の
る
。

ミ
説
い
て
居
ら
れ
る
、
現
に
慶
癒
義
塾
出
身
の
交
部
省
役
人
や
徴

員
が
可
な
り
多
か
っ
た
。
石
黒
忠
惑
虎
の
如
き
は
平
時
「
三
田
の

文
部
省
」
噸
こ
い
ふ
語
を
用
ひ
て
憤
慨
さ
れ
た
ε
い
ふ
逸
話
さ
へ
傳

っ
て
み
る
（
教
育
五
十
年
史
）
。
編
澤
の
田
憲
藁
響
織
込
ま
れ
て
ゐ
垂

は
信
じ
て
よ
い
。
然
ら
ば
堅
靱
の
内
容
ミ
思
想
ざ
は
き
う
で
あ
ら

う
か
。
　
（
以
下
次
號
）

宋
代
の
太
學
生
生
活
却

宮

奇

市

t－L．

疋

（97）

　
内
容
i
－
…
一
、
宋
代
太
墨
の
製
革
一
ご
、
三
舎
の
法
一
三
、
試
験
…

　
品
隊
｝
誌
一
雛
回
、
細
欝
・
曾
一
五
、
穫
認
伐
騒
…
畠
田
－
一
i
山
ハ
、
風
》
規

　
　
　
　
幽
　
亭
亭
太
學
の
漕
革

　
支
那
で
は
唐
よ
り
宋
へ
移
る
聞
に
う
就
會
の
各
方
両
に
種
々
の

鍵
動
が
起
り
、
進
歩
も
し
た
。
累
代
は
野
営
史
上
で
は
漢
唐
罰
話

　
　
　
　
朱
代
の
太
學
生
生
活
（
上
）
　
（
宮
崎
）

の
學
か
ら
喘
憂
し
て
、
性
理
の
學
が
嚢
生
し
た
時
代
で
あ
る
。
同

じ
潮
流
が
儒
激
の
實
際
的
方
面
に
も
現
れ
で
，
教
育
史
上
に
も
特

色
あ
る
縫
代
相
を
呈
し
て
み
る
。
太
聖
な
る
も
の
も
右
く
か
ら
あ

．
る
が
、
其
制
度
が
完
備
し
、
今
日
吾
人
の
考
へ
る
學
校
な
る
も
の

ミ
翻
り
蓮
は
ぬ
も
の
が
出
來
た
の
も
此
時
代
で
あ
る
．
、

　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
一
線
　
　
　
　
・
九
七


